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６月になりました。 

もうすぐ梅雨ですね。ジメジメする季節ですね。 

そんな時はぜひ図書館で、お気に入りの本や 

DVD、CD などを探して、カラッとした気分になりましょう!！ 

 

＊図書館サポーター推薦図書＊ 

 今月も、図書館サポーターズがオススメする図書を紹介します！書評には、それぞれ請

求記号と配架場所が書いてありますので、本を探す際の参考にして下さい。 

 

●『介護・福祉・医療用語集』(369.003||Y91) 【B1 閲覧室和書】 

吉本 光一編 エルゼビア・ジャパン 

 

 この本は辞書と同じように五十音順に単語が並んでおり、単語

の意味が簡潔にのっています。人物名やその人の経歴なども簡潔

に記されています。さらには、略語化されている横文字の単語も

のっています。 

 介護・福祉・医療の分野で、ちょっと単語の意味が分からなか

ったり、単語の意味を再確認したり、略語化されている横文字の

スペルを確認や知りたい時などに使うととても便利なものです。

片手サイズなので持ち運びをする時にも不便を感じることはないと思います。 

 実習前などに単語の意味の再確認をするときにでも使ってみてください。(H.T) 



●『死ぬときに後悔すること 25: 1000 人の死を見届けた終末期医療の専門家が書いた』

（114.2||O87）【1F 閲覧室 IC100 冊】 

大津秀一著 致知出版社 

 

題名や著者が専門医ということから、難しい内容の本かと想像される方もいるかもしれ

ませんが、医療関係の人でなくても読める本です。この本の中には、死を目前にした人達

の多くが後悔をする「健康を大切にしなかったこと」や「会いたい人に会っておかなかっ

たこと」などの内容が 25 のテーマの中で扱われています。 

生と死のどちらも私達には関係があることですが、他国とは違って日本では独特の宗教

観がないことから、日本人は日ごろ死というものにあまり触れていないという事実があり

ます。そんな日本人が死とは何かを考えるために読むべき本の一つだと思います。 

またこの本は、後悔しないための人生を送るために一日一日をどう過ごせばよいのかも

教えてくれているような気がします。興味がある人は、是非読んでみてください。(S.Y) 

 

 

●『のぶカンタービレ！』(762.1||Ts42) 

【1F 閲覧室話題の本・ベストセラー＆スタッフお勧めの本】 

井いつ子著 アスクル 

 

弱冠 21 歳にして、世界でも有名なヴァン・クライバーン

国際ピアノコンクールで優勝したことで有名になった 井

伸行さん。母・いつ子さんの立場から、伸行さんの少年から

青年期について描かれています。 

私がこの本で印象的だったのは、いつ子さんの行動パター

ンでもある『閃き即アクション』こうしたほうがいいと思っ

たら、即行動に移しています。その様子は実行力があって、

私も行動力ある人になりたいなと感じています。 

伸行さんの演奏は、本にも書かれていますが、のびのびと歌うように、聞いている人を

幸せにすることができるといわれます。また、視覚に障害があるとは思えないほど、演奏

には色彩豊かともいわれます。ぜひ演奏を聴いてみたいと思わせるような本です。演奏だ

けでなく本も読んでみると面白いと思います。（H.W） 

 

 



＊図書館からのお知らせ＊ 

今回は、図書館サポーターズ企画第一弾として、シネ研自主制作映画を図書館にて上

映いたします。 

茨キリ図書館初の上映会です！時間の余裕のある方、是非足を運んでみて下さい☆彡 

 

映画上映会のお知らせ 

● 日時：6 月 14 日(月)  

● 場所：図書館 2F AV ライブラリー（AV ルーム 1） 

● 上映作品：シネマ研究会自主制作映画 

  

～上映時間～ 

① 11：50～12：40 

② 14：20～15：10 

③ 16：00～16：50 

 

※詳細は、図書館内のポスター・ＨＰで確認をお願いします。 

 


